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海
の
ま
ち
蒲
郡
。
私
は
漁
師
の
子
供
と

し
て
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
海
の
生
き
物

に
触
れ
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
我
が
子
も
同
様
で
す
が
、

海
や
山
で
遊
ぶ
子
供
達
の
姿
を
見
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

私
が
子
供
の
頃
は
、
海
は
子
供
達
の
遊
び
場
の
一
つ
と
し
て
家

族
や
友
達
と
出
か
け
ま
し
た
が
、
今
の
子
供
達
は
自
分
が
住
ん

で
い
る
町
に
海
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
海
に
行
っ
た
こ
と
が
な

い
、
海
は
危
険
な
場
所
と
い
う
認
識
か
ら
か
、
親
も
子
供
達
を
海

に
連
れ
て
行
か
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
今
、
さ
が
ら
の
森
を
散
策
し
植
物
・
昆
虫
の
観
察
や
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
の
マ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
里
山
自
然
観
察
会
や
愛
知
県
の
主

催
で
あ
る
干
潟
の
い
き
も
の
観
察
会
な
ど
、
事
あ
る
ご
と
に
自
然

に
慣
れ
親
し
む
こ
と
を
体
験
さ
せ
る
た
め
に
我
が
子
と
参
加
す
る

よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
折
、
今
年
４
月
か
ら
生
涯
学

習
課
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
課
は
、
生
命
の
海
科
学
館
内
に
あ
り
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
の
普
及
・
促
進
な
ど
に
加
え
、
生
命
の
海
科
学
館
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
学
校
な
ど
の
団
体
来

館
、
出
前
授
業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
蒲
郡
と
い
う
土
地
柄
を
活

か
し
た
要
素
を
含
め
た
体
験
型
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
、
三
河
湾
で
大
量
発
生
し
た
ア
オ
サ
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
か

ら
発
展
し
た
、
市
内
の
小
学
校
が
行
っ
て
い
る
海
の
環
境
教
育
活

動
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
三
河
湾
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ 

海
の
環
境

学
習
」
は
、
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
講
師
を
中
心
に
、「
理
科
」、

「
社
会
」、「
総
合
学
習
」
な
ど
各
学
校
学
年
の
特
色
あ
る
取
り
組

み
を
尊
重
し
た
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
来
を
担
っ
て
い

く
子
供
達
に
干
潟
観
察
な
ど
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
き
物
と
触

れ
あ
い
「
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
！
」
体
験
か
ら
海
に
興
味
・
関

心
を
持
ち
、
海
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
大
人
に
な
っ
て
欲

し
い
と
願
い
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
先
日
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
を
し

て
き
ま
し
た
。
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

二
回
で
一
講
座
を
基
本
と
し
て
お
り
、

私
が
参
加
し
た
の
は
二
回
目
の
も
の
で

し
た
。
一
回
目
の
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

は
、
子
供
達
が
ま
ず
驚
く
の
は
三
河
湾

に
住
む
生
き
物
の
多
さ
で
す
。
そ
し
て

活
動
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
“
竹
島
”
で
、

潮
の
満
ち
引
き
を
体
感
し
、
二
回
目
で

は
子
供
達
の
疑
問
や
、
も
っ
と
知
り
た

い
、
学
び
た
い
こ
と
を
追
求
し
ま
す
。

今
回
は
、
潮
の
満
ち
引
き
と
竹
島
周
辺
の
生
き
物
の
分
布
状
況
の

関
係
を
調
べ
ま
し
た
。
竹
島
の
干
潟
で
生
き
物
を
採
集
し
な
が
ら
、

子
供
達
の
疑
問
や
関
心
事
を
一
つ
ひ
と
つ
解
消
し
て
い
く
中
で
、

子
供
達
の
表
情
は
ス
ッ
キ
リ
晴
れ
や
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

私
が
子
供
の
頃
は
、
生
き
物
が
い
る
こ
と
も
潮
の
満
ち
引
き
が

あ
る
こ
と
も
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
一
日
中
魚
釣
り
を
し
た
り
、

海
で
泳
い
で
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
が
、
海

に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
子
供
達
は
そ
の
す
べ
て
が
未
知
の
体
験

で
あ
り
、
そ
れ
が
感
動
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

の
中
で
楽
し
か
っ
た
懐
か
し
い
風
景
は
、
子
供
達
と
交
流
す
る
こ

と
で
新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
見
る
景
色
や
風
景
、
大
切
な
家
族
と
行
く
場

所
は
き
っ
と
違
っ
た
も
の
に
映
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆

さ
ん
も
自
分
達
が
生
ま
れ
た
町
、
海
や
山
な
ど
を
散
策
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『
海
に
触
っ
て
、
海
を
知
る
』

環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
参
加
し
て
思
う
こ
と

　
　
　
　
　
　

蒲
郡
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
長

　大

岡

雅

道
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舞 踊 教 室
　７月の毎週木曜日午後６時～８時三谷公民館にて９名

の参加で行われました。

　５才～ 77 才と年齢幅の広い９名で、ゆかたの着付、

帯の締め方、挨拶の仕方、日本舞踊の足の運び方、扇の

開き方等和気あいあいの内４回の講座を終える事が出来

ました。

三味線教室
　７月 21 日、８月４日、18 日、25 日の木曜日午後１

時 30 分～３時 30 分、蒲郡市民会館音楽室にて 12 名の

参加で行われました。三味線の歴史、由来、構造、撥の

持ち方を説明してもらいました。また、楽譜の読み方、

構え、打ち込みの実習もしました。

全三河書道　百選展　おこなわれた
　三河地方で活躍する書家が、流派や会派を超えて集結し、近作を発表
する「全三河書道百選展」が、今年も豊橋市美術博物館（８月 23 日～
８月 28 日）・岡崎市美術館（８月 30 日～９月４日）で行われた。
　今回で 44 回目を迎えた全三河書道百選展は、全三河で最大の書道展
といってもいいのではないだろうか。
　当文協会員の中にも以下の６名が作品を出品された。

 〈豊橋・岡崎両展〉  〈豊橋展〉
 ・大竹翠葉氏 ・鈴木海星氏　　・藤田芳子氏
 ・壁谷桔華氏 ・丸山寿津江氏　・杉田翠風氏

くらふとフェア蒲郡 2016
　くらふとフェア蒲郡が去年からみなとオアシス及び竹島埠頭一帯で行われることになり、今年度
は、10 月 29 日（10 時～ 16 時）・30 日（9 時～ 16 時）の２日間が予定されている。
　作り手と使い手と作品を通した交流の場となる展示会として、いろいろと企画されている。
　出展ブースでは、陶磁器・木工・竹工・染織・ガラス・皮革など全国からくらふと作家、職人が
集合して展示即売を行い、半数ほどで体験もできるようだ。蒲郡エリアでは、手紡ぎ・手織等の実演・
体験や三河木綿製品の販売などがおこなわれる予定。（詳しくは、蒲郡市役所観光商工課まで）

初 心 者 の た め の 文 協 講 座初 心 者 の た め の 文 協 講 座
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【
法
人
・
団
体
】	
56
団
体
　76
口

蒲
郡
信
用
金
庫 

10
口

Ｊ
Ａ
蒲
郡
市 
５
口

㈱
オ
ダ
看
板
工
芸
社 
２
口

㈱
サ
ン
ジ
ュ
堂
印
刷 

２
口

㈱
鈴
木
新
聞
舗 

２
口

蒲
郡
厚
生
館
病
院 

２
口

蒲
郡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

２
口

三
豊
塗
装 

２
口

ダ
ス
キ
ン
き
ん
ば
ら 

２
口

い
ー
は
と
ぶ
会

今
岡
組
㈾

大
塚
印
刷
㈱

オ
レ
ン
ジ
ベ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

額
縁
工
房
ぶ
わ
ん

菓
子
司
新
月

菓
子
司
梅
月
園
六
花

菓
子
司
両
口
屋

形
原
詩
民
ク
ラ
ブ

㈱
今
泉
カ
メ
ラ

㈱
杉
村
建
設

㈱
鈴
木
文
具

㈱
ピ
ー
ア
ン
ド
ピ
ー

㈱
佛
源

蒲
郡
岳
風
会

蒲
郡
相
撲
甚
句

蒲
郡
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

蒲
郡
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

蒲
郡
民
謡
会

蒲
郡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

カ
メ
ラ
の
キ
タ
ム
ラ
蒲
郡
旭
町
店

菊
園
製
菓
舗

琴
修
会

く
す
の
き
会

さ
ざ
な
み
会

さ
ざ
な
み
短
歌
会

三
味
線
ゑ
ん
の
会

Ｊ
Ａ
レ
デ
ィ
ー
ス

水
石
部
会

短
歌
金
曜
会

中
日
写
真
協
会

つ
げ
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

と
ら
や
製
菓

登
会

俳
誌
「
三
河
」

花
豊
㈲

花
の
店
花
木
土

花
水
木
短
歌
会

フ
レ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
た
か

ポ
プ
ラ
矯
正
歯
科

松
山
歯
科
医
院

名
鉄
観
光
バ
ス
㈱

八
劔
雅
楽
倶
楽
部

遊
刻
倶
楽
部

ラ
ヴ
ィ
ー
バ
レ
エ

和
翔
吟
游
正
翁
会

和
太
鼓
（
響
）

【
個
人
】
　
　
　42
名
　42
口

青
山　

義
明 

伊
藤　
　

伸

伊
藤　

治
輝 

大
竹　

翠
葉

大
場　

宗
由 

大
場　

康
議

大
原　

義
政 

岡
本
八
千
代

尾
﨑
八
重
子 

壁
谷　

桔
華

神
尾　

朴
水 

木
村
君
多
香

小
泉　
　

茂 

近
藤　

向
華

榊
原　

松
玉 

佐
久
間
祥
煙

杉
浦　

英
鳳 

杉
浦　
　

才

杉
田　

翠
風 

鈴
木　

宗
和

鈴
木　

博
翠 

鈴
木　

瑞
夫

竹
内　

慶
星 

竹
内　

滋
泰

竹
内　

政
雲 

竹
内　

宗
綏

遠
山　

翠
雲 

中
野　

宗
恵

新
実　

祥
悟 

西
川
佳
ふ
久

西
川　

延
子 

西
川　

廣
乃

羽
田
喜
久
司 

林　
　

正
夫

伴　
　

捷
文 

広
中　

昇
平

福
井　

宗
苗 
藤
田　

海
陽

松
井　

晨
翠 
松
本　

守
雄

三
喜　

清
菊 

喚
田　

孝
博

平
成
28
年
度
特
別
会
員  

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
・
一
口
の
場
合
口
数
省
略
）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

　

元
会
長 

大
原
義
政
氏

　

七
月
二
十
日　

御
逝
去合

掌

文
化
の
継
承

「
茶
を
点
て
る
」
と
い
う
こ
と

　

当
窯
の
来
訪
者
に
抹
茶
を
一

服
差
し
上
げ
よ
う
と
し
ま
す
と

時
折
固
辞
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま

す
。
所
以
は
其
々
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
茶
が
苦
い
、
作
法
が

難
し
い
、
正
座
し
た
く
な
い
、

と
い
っ
た
こ
と
で
あ
れ
ば
残
念

で
す
。
抹
茶
の
味
わ
い
は
後
味

が
ほ
ん
の
り
甘
い
も
の
な
ど

様
々
で
す
し
、
抹
茶
が
美
味
し

く
身
体
に
よ
い
の
で
差
し
上
げ

た
い
と
い
う
理
由
の
み
で
す
か

ら
、
正
座
す
る
こ
と
も
い
ず
れ

か
の
流
派
や
作
法
に
沿
っ
て
い

る
こ
と
も
要
件
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ポ
ッ
ト
と
茶
筅
だ
け
あ
れ

ば
日
本
茶
を
淹
れ
る
程
の
時
間

も
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
茶
殻
も

出
ず
に
エ
コ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
て
考
え
ま
す
に
、
時

間
も
手
間
も
か
け
ず
に
日
本
的

な
お
も
て
な
し
が
出
来
る
抹
茶

は
も
っ
と
身
近
な
も
の
で
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

更
に
申
せ
ば
、
海
外
と
の
人

的
交
流
が
広
ま
っ
て
い
る
現
代

だ
か
ら
こ
そ
、
茶
を
点
て
る
と

い
う
行
為
が
、
日
本
人
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
わ
か
り
や

す
い
ひ
と
つ
の
表
現
と
な
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。　

心
を
落
ち

着
け
て
茶
を

点
て
、
そ
れ

を
喫
し
つ
つ

茶
席
に
坐
し

ま
す
と
、
鳥

の
さ
え
ず
り

や
虫
の
音
、

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
そ
よ
ぐ
風

の
音
が
、
癒
し
や
自
己
再
認
識

に
な
り
、
自
然
に
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。
さ
ら
に
興
味
を
持
っ
て
眺

め
ま
す
と
そ
の
先
に
は
禅
語
・

書
道
・
華
道
・
建
築
・
和
装
・

料
理
・
工
芸
品
の
鑑
賞
な
ど
の

興
味
深
い
世
界
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

四
百
年
を
超
え
て
続
く
に
は

何
か
し
ら
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。「
和
敬
清
寂
・

一
期
一
会
・
相
客
に
心
せ
よ
」

私
は
こ
う
い
っ
た
言
葉
が
と
て

も
好
き
で
す
。

　

茶
を
点
て
、
人
を
も
て
な
し
、

自
然
の
気
配
を
感
じ
、
様
々
な

示
唆
を
紐
解
く
行
為
は
、
楽
し

く
、
ま
た
精
進
の
糧
に
な
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。

安
加
比
古
窯　

加
藤
隆
生
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図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）
内藤勲の似顔絵ッセイ展　パート22 10月16日㈰～30日㈰

写真集団「雲」作品展 11月 ３日（木・祝）～13日㈰

初めての彩墨画　色紙に描く（全２回講座） 11月19日㈯ ・26 日㈯　要申込

図書館企画講座（消しゴムはんこ） 11月27日㈰　要申込

おはなしおばさんのかわいい仲間たち展 11月19日㈯～12月11日㈰

クリスマス会 12月11日㈰

三谷水産高校展 12月17日㈯～25日㈰

新春色紙短冊展  １月 ４日㈬～ ９日（月・祝）

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）
カンボジア子ども絵画展 10月13日㈭～ 19日㈬

のびる子展 10月22日㈯ ・23日㈰

模型作品展 10月29日㈯ ・30日㈰

企画展「蒲郡の古墳」 10月28日㈮～ 11月27日㈰

市 民 会 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL67−5151）
蒲郡市シニア吹奏楽団創立15周年記念ありがとうコンサート 11月27日㈰

月例茶会　席主：福井宗苗 12月11日㈰

市 民 文 化 祭 の ご 案 内市 民 文 化 祭 の ご 案 内
 市 民 会 館  市 民 会 館  市 民 会 館 ＊展示関係は9時30分（菊花展は9時、書道・工芸展は10時）～ 17時（最終日は16時まで）

 博 物 館 ギ ャ ラ リ ー  博 物 館 ギ ャ ラ リ ー  博 物 館 ギ ャ ラ リ ー ＊10時～ 17時 （最終日は16時まで）

第 3 1 回 国 民 文 化 祭 あ い ち 2 0 1 6  10/30㈰　大ホール
蒲っ子フェス　9時20分～12時 蒲郡市民音楽祭　13時～15時30分

協賛：小中学校音楽祭　11月19日㈯13：00～15：30 市民会館大ホール
　　　蒲郡っ子作品展　  1月27日㈮～29日㈰ 博物館ギャラリー

開 会 式
11/3（木祝） 10時～

絵 画 展
11/3（木祝）～6㈰

写 真 展
11/11㈮ ～13㈰

水 墨 画 展
11/18㈮ ～20㈰

芸能発表会
11/5㈯・6㈰
10時 ～17時

洋楽発表会
11/20㈰

14時 ～16時45分

筝曲演奏会
11/23（水祝）
10時 ～17時

書道・工芸展
11/3（木祝）～6㈰

東ホール

菊 花 展
11/3（木祝）～6㈰
大ホールロビー

短 歌 会
11/6㈰13時～16時

東会議室

市 民 茶 会
11/6㈰10時～15時
大・中会議室・三興庵

皐月展・盆栽展
11/19㈯・20㈰

大会議室

俳 句 会
11/12㈯13時～15時30分

大会議室

水 石 展
11/19㈯・20㈰

中会議室

華 道 展
11/19㈯・20㈰

東ホール

中ホール

※県文連事業　～第31回国民文化祭あいち2016 ～
・愛知県民茶会　11月13日㈰　岡崎中央総合公園　蒲郡文協参加席主：鈴木博翠
・第41回愛知県文連美術展　11月15日㈫～ 20日㈰　愛知県芸術文化センター
・東三河部芸能大会　11月27日㈰　田原文化会館　蒲郡文協参加団体：三味線ゑんの会


